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海運の重要性を学校教育の場で 

～幸手市内の小学校で出前授業を実施～ 
 

当協会は、日本の暮らしと産業を支える海運をはじめとする海事産業の重要性を学校教育において取

り上げていただくよう、商船や海事施設等の見学会、授業への協力等に取り組んでおります。 
11 月 19 日（火）に、埼玉県幸手市立行幸小学校の 5 年生約 50 名を対象に海運に関する出前授業を行

いましたので、その模様をお知らせします。今回の出前授業は、2024 年 8 月 4 日（日）に横浜市で開催

した教員向け商船見学会（8 月 19 日付レポート参照）に参加した教員からの依頼により実施しました。 
 

授業では、はじめに日用品のイラストが描かれたワーク

シートを配布、身の回りのもので外国から輸入していると

思うものに丸をつけてもらい、その多くが貿易を通じて海

外から運ばれてきていることを体感してもらいました。そ

の後、クイズを交えながら、海運が日本の貿易量の 99％以

上を担っている事とその重要性について説明し、日本の生

活には海運が欠かせないことを伝えました。 
 

 
次に、自動車産業を例に挙げ、自動車部品の原材料の

多くは海外から船で輸入しており、運ぶものに応じて

様々な船の種類があることを紹介した他、コンテナの

模型を配布し、ドライコンテナとリーファーコンテナ

の違いも説明しました。 
その後、日本の輸出自動車の大半を自動車船で運ん

でいることについて、効率よく大量の自動車を運ぶた

めの工夫や、航空機と比較して安く運ぶことができる

ことなど海上輸送のメリットを説明しました。 
 
児童たちが授業実施日の前週に自動車工場を見学していたことから、今回は自動車産業との関係に焦

点を当てた授業を実施しました。児童たちは、自動車船の立体駐車場のような構造や、10 ㎝間隔で自動

車が駐車されていく荷役の映像に驚いた様子で、終始熱心に授業を聞いてくれました。日本の産業と海

上輸送のつながりを理解する一助となったのではないかと思います。 
 
当協会は、出前授業等を通じて、海運をはじめとした海事産業を学校教育において取り上げていただけ

るよう引き続き活動を展開してまいります。 
以上 


